
第48回大会〕

2Sa－7 中学校家庭科住居領域の指導内容について（そのZ）
　　　一教師の意見と生徒の学習要求の比較－
○高橋久実　新井法子　湯川聡子（鳴門教育大学）

教　，育

　【目　的】住居領域を生徒が生き生きと学習していくためには、領域内容の精選化、生徒

が興味・関心を持つ教材の編成、指導法などを見直してみることが必要であると思われる。
前報に引き続き、教師側の意見を調査し、生徒の意向との比較を試みた。

　【方　法】調査対象地区は、都市群として横浜市、京都市、地方群として宮崎県、徳島県

の４地区を選択した。調査は、地区内の全中学校の家庭科教員に対して郵送で行い、有効
回収率は51％である。方法は、前報と同様に中学校指導内容として適するもに○印、不適

当であるものに×印をつけてもらう形で、生徒に対する調査と同様の内容である。

　【結　果】教師、生徒共に支持しているのは、「健mな住まいづくり（通風・換気）」

　「地mに対する住宅の安全性」「整理整頓の工夫」「自分の考えた家の間取り」といった
内容であった。教師に支持の多い項目としては、「ゴミの減量化と分別収集」「省エネル

ギー・省資源問題」「大気汚染」といった環境問題であり、他の項目も概ね学習指導要領

に忠実な内容であった。反対に教師が指導内容としてふさわしくないとする項目は「子供

の個室について」「インテリア関係」などであり、生徒が望む方向と全く相反する結果を

示している。また教師が支持するゴミ問題に対して、生徒は学習したくないと考えており、
こういった教師と生徒の意見のズレは、「住居」の授業効果に影響しているものと思われ
る。

2Sa－8 生活技能構造の教育実践的研究（2）

一並縫い技能における上位群と下位群との比較－

　　　　　　　　　　○武川素子　笠井直美　大洋清二（大妻女大）

【目的】手縫いの中で最も基本的かつ重要な技能である並縫いは、小学校から学習すること
　になっている。しかし前報で述べたようにこの技能を習得していない学生も多い。
　並縫い技能の習得にはどのような点が重要なのだろうか。このような問題意識から以下

　の問題について検討した。
手並縫いスキル及びパフォーマンスにおける上位群と下位群との比較
②並縫いスキル及びパフォーマンスにおいて、指導後下位から上位になった群と指導前後
ともに下位であった群との比較

【方法】短期大学生100名を対象として平成６年1 0月に、並縫いの実験を行った。
並縫い１回目は学生に各自自由に縫わせ、その後正しい並縫い方法を指導し、１週間後に
２回日の調査を行った。針は木綿縫い針3の2、糸はカタン糸30番（黒）を用い、用布は
長さ100cmの晒木綿（並幅）を幅二つ折りにして用いた。

【結果】調査の結果以下のことが明らかになった。
①並縫いスキルの上位、下位およびパフォーマンスの上位、下位とも、針目艮のばらつき、
正確率（I曲がり)等で両群問（上位、下位群）に有意な差が認められた。

②指導前にはスキル、パフォーマンスとも、ほとんどの項目で上位群と下位群との間に有
意な差は認められなかった。指導後には両郡問で針目長のばらつき等に有意な差が認めら
れた。
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